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兎の1打液型学的性型～の遺伝㈱一一・・報）

　　　　　　　　【「r」，不n35　f．F・“・　1　f！3‘｝1’1　府乏イ寸・

信州大”γ：眠学部法医’三乏敏室　（コこ任：野Elヨ金次郎教授）　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　平　　　岩　　　邦　　　弥

　　Genea1・蜘I　Ob・ervati・n・・n　th・Hem・typ・1・gi・al

，　　　　　　　　Characters　of　Rabbits　（1）

　　　　　　　　　　　　　KUniya　Hiraiwa
Depa「tm・nt。f　l岬脳・di・1・・”・1・h・culty・f　M・di・i・・，　Shi・・h・U・ive・・ity

　　　　　　　　　　（Dlrect◎r：PrQf．　Dr．1〈．　N（】da）

　AB⑪式血液瑚が発i翫監①r19頃）されて以較，之を中　　　儒ずる⑦③。

心～・し焔樋「1・溌！1塵lb今El・・1丘L脚！r1尭（II・m。ty－－　Il　：の｝舩に1肌・ごは．　A　Bα1黛1徹牙醗賄，・職

P°1°gy・Blut1総・・PI・e・IGhre》説1贈B1’嚇たので　り1’1’i，くか嚇・し脇れていた、、

あるが・その1にA呂0式ifi1．液型と関連した，動物の　　　・von　Dun禦m　u，　Hirscbfeld⑨⑩⑰（1910），

r丘t灘学㈱院があf）・今「L之榔前に・｛瞭す姻・・　Ott・nb・・繕＠｝（1924）等の調蜘：因・襯が始めに」蝋

によつて免疫型杭体のf’ドt・tl・1にたに使利にリヨllさ才1・てlltl．　　されたが，次で：三対対：1究因子言1琵が発糞さ才1（1925），

り・②⑨鞭も齢関勲雫凱て，麟的b・9f・1”N　E8　翻輝つている．之，映，独立に識勲繍（稲

れつ励る『°〔｝mbs　Ser・mのf機灘・についての　勘激1駅門下とB・r・・t・i・　tl・：．．1：・・て発熱れたも

鈴木（啓之）④（1959）の報魯もみら2・tゐ。　　　　．　　　ので爵，る。

動物旺常1備・順涙口入⊂剛醐1で吸収して，種　古畑鞭⑩：撤而1脚の1聴に幡A，B、。の憲

1醐撫騰鱗を」is（り除いた後でも尚，人A及甲鰻1血t　対姻・」・があり，　A及Bは0闘して燃で劾，　A

球に対して型特異的に反応する凝纂素を1有している　　　とBとは対等であるという点，1「1常型抗体即a，βの

ものが多く見られるが，之等を人血溜中のIE常凝集素　　　存否も遺伝型質に属するとなす点で，0に対応する

と同様に呼び分け，一一多少の質的差暴がみられる　　　ρ凝集素の仮定及正常型抗体の遺伝性を考慮していな

ので，動物の之等にはすべて’を附して区別してい　　　いBernstein⑭の説とは臼ら槻るものであつた。

る　一一一・rz！型，β！型，α！β’iE’JL，　O！型の四型を1潮11し，我　　　妓に於てぺM常型抗体の退1伝に関する問題が拾頭し

’tは之鋤物のlllL灘「s・・urn　typ・）b．　Mんで・免　て来たのであるが．此の点｝のいては，　Q…鵡灘に

疫酬：儲ノ［艦関係・賄硝を棚職肌てい　鰍礁職鱗哨及調P鈴・tz鰍）⑯（・LJ37），松

る・　　　　　　　　　　永働⑯（19・9）による卿旨入備悔認め5滴胸
一“撃?{，・・ll－　［ltl・Vdi7－Fl⑥⑥（1932）醗肌人体液可・1・　あ・抗Q麟素囎脚式。礁1、、。よ嘲か，。され

血灘擁の舗の間題及び之の応用についての途を　た。

開いたが・之酬連して1動4勿頒顧の伽・1・に　以，1、よりみると，型撫の遺邸先づ確立され，

A－・B、0｝わ腺の舗が追及され・之の醐され　ABO式血鯉の蔀について融　・櫃遜・物説
るもの，されないものに区別すると，之父免疫型抗体　　　（1925）が今瞬：i”｝：　2zて贋り，人正常型抗体の遺低に

21X・！・1・能と腱②軌てい糠・・明か隠れ，今職・　つい・も1酬鮒ド酷醐かにし，鵬慰膿であ

が墾調して大に飢てい翻fである・之等の動物CD・ifiL　る軸確言乱たが，振かえつてみると渤物eこついて

液鮮的剛三と搬型抗体藍｛朧との関遮性について　の．轍型物性質の殺灘ついては認のA・型，
の研究は・翻11・繊）獺¢）及そのFr下の1轍なる　A型に関して細G蝋）⑰（1958）獅弍鮪して、、

業績・）tである・　　　　　　　　　るが，之以外izこは全く之を見ない。
　次で一鱒夜型の遺伝に関する部門について概観して　　　　所が之等の性，質は免勇斐灘！抗体魔生能と密接な関係の

みよう・i醸’型の遺伝は，現ぞ1三・人正牌噸で遺伝型　ある耳鋤糊かにされている今日，兎について，繍聯

式の確立されている唯一のものと寓つても慢欝でな　　　の報告している型質濾伝を追試すると共に，血満型に

く，今後他の遺伝型質との関連性をも追及さるべきと　　ついても同様な事情を朋かにする箏は意義深い辮であ
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ると信じ，蝕にそれらについての調査結果を公にして　　　　之等について，親仔二代の関係に於て，嵩三三｛の観点

大方の御批判をあおぐ次第である。　　　　　　　　　　から先づ観察してみよう。

　蚊に特雛すべき事は，木’爽験に使用した兎は一一大家　　　　　　1　〈凶塑，A一禦について

旋構成員であり，恐らく之程の家系が明かにされた簾　　　　細1螺II吾こよれば，　AL型は137。2％にみρ，れ，　A口凹

団についての調森は皆無であり，この点武田薬lllli　1：業　　　質はA　型質に対して優性商示すと奮つているが・尚

株式会社の御協力なくしては漏し褐なかつたものであ　　　A一型同憲からAl型の仔が2。79茄こみられた小1実窟｝1‘1

り，記して潔謝の…穫情をさ一kげます。　　　　　　　　　げている。

　　　　　　実験材料並実験方法　　　　　　　　　　　　　本調査例は閃々0）条件に分けて麦示してあり，その

　1）　弛：武田薬品1：業株」北会社東Lll：農陳1に於て飼育　　　結果は解写11凝乃棄第4炎の如く一6’あった。全例では・

されている屯群の内，同社の御好意｝こよりその系図が　　　Al醐227羽（6｛〕，2％），　A型15〔〕羽（39・8％）て1「あ

別掲の如く明かなもののみをえらんで使用し、た。勿諭

健肩尋な兎のみであつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節1盛　　　　　（両　：親　と　仔）

G）に鮪して艦供した。　　　　　　　パ・A…　一一　　61
・）磁・α・％構・カル1・：u・溶液を約・・5CC　A－・A！・｝一　・

勅皮下に酬し・　’tyiくして1％己鵬疎る脳鰍駈灸　…t’tt『1…Tuλ深λ，［1ボ

窪蹴難：謂。聯1募㍊蹴1簗　。・。A……A－1・

　28i　89
　　　茗
1　14　1　14
ト　　　　　　　　　　　　　1

　10　　　26

14 28

・・儲1・意・つ・採嚇・之粥・（一・・・・…　　1・）1・・Di～・。）、i爾ll54・

僻して湘に供しL・．．　　　　　　計　i・il6611574）1嘩液型：抗体価4に現1Eしたa，βに対して型　　　　　　　　　　　　　1

の如くホールグラス・驚温法に則つて凝歪准i阻」ヒ反応に，

よつて職中の鰍型幽否釧犬態鹸した③．曜　⑳餓．．．．9’ll．．li・i．ζ，鱒、

難価2の抗体をも用いて鋤とした。　　　　片＿親．
　5）血漕型：予め入0型血球に対して全く凝纂反応　　　　1？　6

を塁しなくなる逡吸収した後一守魁蝋B獅球に　Ai．’
対して，型の如くホー・ルグラス・豊瀦30分法で凝集紫

慨測定した。　　　　　　　　＿＿舷
　一部ではA型並B型嵐球に共通に反応する抗C抗体　　　　A”

及杉山法⑲によるrt－・H，拓o揃1体の別をも検した。　　　A・

　　仔
　一・、一　・　一　　　　翫
A”卜　iA・’一

　　　　

　9　i　9　1　18　｛
　　　…　　　；　　　1　80
3・i・　・2t62　t

　7）　記載法：唾液中に型質の証明された兎は夫々型

質別にA・型，B・型と記載L，血灘職…型，　組合せ
βノ型，a！β！型，0ノ型と記し，それらに附記してある　　　・一・．一一　一一・

数字は凝集素価を褒わし，更に士等が併記してある場　　　　A・1－　）〈　A・f

合は，その凝集素価の最高の1血満稀釈に於ける凝纂1更　　　A　一一×A　“一

7　　　　2　　　　9　i
　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　l　37
21　　　　7　　　28　｝

意宏調撫謝黙鑑㌔纏譲欝　W’tw”””’1／’・亨1「・・D1デ1117

めて家系図を作製し，之に記録した。（調脊は尚続行

中である。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　　　（第1表の組かえ例）

　　　a　　　　　　　　　r　　　　：　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　1　一　　　　　　旨　　　　”t
醐　親　別［　　仔　　　i
－・・． @　　　i’………1’”』ttt』’一烈　　1汁

　♀　x　A　iA＋　1A｝　i

　　－　　61i28189
6

応の強舗乱てある・　　　　　　　　！A－×A・旨・
＿く驚蠣、りの。かな＿卜・・×A－L鱒1｛1・

　　1

20｝26
9　　　20

9 22

377物拠たが，その関係剛1即嫁綱として擢，　　　（小言Dl（・・）i（18）t（42）

げてある通りであつた。　　　　　　　　　　計　　igti66i157
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as　4喪　　　　（単　独　例）　　　　　　　　　　合せより最も高値を示して騰り，　A‘型同志の組禽せ

個体別

！rl

円

9t　i

　　郷1”勃『－t’　i．t－…「酬｝　醐三れた仔黙鯉竪1｝姓れていない・逆にA“型

一脚駅』 hτ一計　繊211て騨1鑑た奨篇Σ繍蕩
　　　　　　　　　　　　　　　　38　14152　しているが，繍合脈於ては・Al型の仔゜P　’「Jfノ’ミ
　　　31　　201　51　　A型の1子」：り多くぐ1三れて鵬・之物，鵬するに，

闘蕊『 u…34｝「03　宏1適潮論1識響熱1鷹驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る性質’は恐らくA』『加る性質に比して優位を取るもの

つた。　　　　　　　　　　　であるだろうと1縦さ、｝、．る。
Iltづ第1麹（A『［『・A－・）の組合せ蜆ると，　　（A－・・A・Dの糸胎せかρ、は，　A・型，　A聯1型の

（♀パ粘Aりの紺合せではA・1型の鰍16羽，A一　仔力｛生れて1、！1．　i），（A・XA－・）の組舎せからも，　1｝？i・IEP

型の仔は10羽でありtその」擁の組合せ即（♀Ab＜　　に両型の仔が維オ1，，唯（A－×A－）の組合せのみに於

6Aつの組含せでは，　A・［・型の仔は14羽，　A…型の仔　　　てA’i型のlj：は1羽も生オしていないので，　A－一型は劣

はユ4羽であり・この稗壁の、1騨五例では両組合せに於て　　　性因子と判驚され屠⊃。つまり細田等の醤う瓢対立因予

両型の仔の頻度には1譲は1認め難いと判ぜざるな褐ない　　　の考えと全く合致する結果靴えた。

結果を承している。更に第2表に於て片親のみ調査し　　　因に，細田等の欝う所を示せば，

てある例について，仔の両茸辺の頻度を見ると，少くも　　　　　　AI型な決定する關子を　A！

片親A＋asY．trこ於て，・？・A…　1｛．U！の場合，　frのA・才製9羽，　　　A覗を醗する因擁0／

A’．型9羽，δA斗型の場合，仔のA－i型30羽，A－・型　　　とすれば，　A！は0！に対して顕性であり，従つで溺1。

32羽であり，殆ど両者等しい価聴示している。之等の　　　型とは次の如く関逮していると脅えるものである。

結果からみると，Vが何型に楓するか，　tSが何型に胤

するかによる働醐の膿に、、敢差ないと激て　即’t’t「「1…許咽子癬
・嚇・判。．即ち隔，、蜜伝の，嚇してはll，IC二、　．費．．狸1閥接鋤軸直購型

みて鹸支えないと判ぜられた。従つて，、以下では一一応　　　　　　　A’1’型　i　A！A！　l　A！0！

rの点哩・紬・除いて・い・考え・れ…　　　型i…弓
　　1・両親及仔の組合せについて　（第1表）

第壊に示蜘く・（A9トXA　’t”）の組鰍からは，　そして次代に澱｛討る｝ビは諾の＝っの凶子は必ず

仔のA國型61羽（68・5％），A－一型28羽（31．5％）を　分離して1蛎し，従つて仔の二つの1肝の一はδから

衛ている。又（A－一×Aつの組合せからは，総てA’一　　他の一一一は二Pから由来するわけである。

型の仔が得られ，A＋型の仔em　一・匹も生れていない白　　　　前述の如く，本澗査の例では，全くこの考えに，よ

（A＋xAつの組含せでは，（9A－一×δAつの組合　　　く一致した結果を得ている。

せからは，仔のA＋型は16羽（61．5％），A”『型は1f〕羽　　　　　4．　細田等の例外について

（38・5％）・（♀A＋xE・A－）の組合せからは，仔の　　　署薪の調査例ではA一型同志の組合せから，A＋型

A＋型14羽（50・0％）を得ている。（A・1×Aつの組　　　の仔は1羽も生れていないが，細田等の調巖では，こ

合せ全・体でee　，仔のA．1一型30羽（55，6％），　A・一型24　　の組脅せから嚥かではあるが（2．7％）A・1型が生れて

羽（44，4％）をえている。　　　　　　　　　　　　　　屠り，氏等は爽験上の譲りか又何んな理由に齢くか不

　　2・片親及仔について　（第2表）　　　　　　　　　朋であると附詑している。この如く，A一型同志の組

　片親が，需であれ♀であれ，A＋型であった場合，　　　合せからも，　A＋型の仔が杢kれて来るようにみられた

A　’i’　WA　39羽（48・7％），　A鴫型41羽（51．3％）の仔が　　　点を検討してみよう。

生れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唾液による凝禦阻止反応について，A一卜型又はA“’

　片親がA一型であつた場合には，A→・型28羽（75．7　　型と区Silする際比，唾液原液で凝簗反応が弱くとも認

％），A““型9羽（24，3％）の仔が生れている。　　　　　められた場禽は一一応機械的にすぺてA・一〒型とすると，

　　3．以上の小括　　　　　　　　　　　　　　　　唾液原液で阻IL状態が士程度（対照升）の如く極めて

　以上よりみると，両親の型が分っている場合，A＋　　微弱ではあるが凝藥反応を示している’場食には，この

型同志の組合せから生れた仔のA厄1型の％は，他の組　　　兎も先づA’一型と判じられる可能性があるeそこでこ・
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crs・図　納3業　　92穿　　　　　　　　　　　伽喋’

2z惚5265鞭枯蓼4z㈱純票

3　3　　3A一
　，　　　　　　　　　　　　　舛

A＋　　漱

　　　　　　　　　，
穿27A％E’㌶4喋

7葺2・ピ謝3囎　　lA”
猷｝

の点について棚してみる必郷’｛・じて来る・　第，図S・’B…　・・…’一

かかる隙から附図について検翫て婦と訪の　’　CII忽’　1　979
親が，唾液原液での阻止状態が極めて微弱であつた

2組がみられた。即1組では～“がそうであり，（附図，

0493），他の1組では！がそうであり（附図，［：182），

①

○・93を第図に抽肌て礼てi巖くそ妨嘱　 ゜’岬畷’tt7？i妬アM順脚ρ
偶齋は完全なるA皿型であつたo次で仔についてみる

と，前者の組合せでは，6羽の仔の内5羽がA＋型で

あり，それらの阻IE能力は夫々4，8，8，16，5］2で

あつた。後潜の組合せでは，6羽の仔の内1羽がA＋

型であり，その阻止能力は16を示していた。

　蝕で，細田等の二対立因子説を採用して考察すれ

ば，仔のA＋型は何れも明かなA＋型である所から，

逆に親の阻止能力士程度のものをも，薯港の如くA卜

。　　　　　　　　39　　　／　　9　〆　イ～　4Pt　4　βλ4

Ot’

，　F；A2　　　R，4
ぴ刈　　　　　　゜くx’甥

型と判定していれば第映の攻i．1くA劃聴からは　　岬層“輪”’醒・・’A・’42喫…t

A’卜型が金く生れて来ていない嚇になり，全くニニ対立
．　　　’　　　．　　『　　　　　　　」　戸　／　脚2　鯉5　　其4
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鋼・・誓鵬；　ke；ykz　　みら鱗悉騰の，．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％も，かかる点による事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例ではなかろうかと邦1測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するものである。因に，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑示しかえれば，第3i表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の如くである。本蓑にょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れば，細田等の例外の纈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度（2．7％）よりむしろ多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，A畔型陶志の組禽せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．J　　　　　　　　　　　　　　　　より得た26羽の仔の内，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ダ　15　VZ　　　　　　　　　　 6羽がA’｝型（約23％）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　いう窩曜な示して来るn

因子説に…致した結果と加るし，又，この判竃は血溶中　　　　育！に附図によつて5代に悔る家系的壽｝憩森な爽薦して

のtZ！の強さからみでも妥顯であるし，又入類のS武　　　も，この蔵倣型式に矛盾する伊llは1例も認めえなかつ

［血L液型の澱依とanalogeusに曹えれ¢ど，かく捗縦す　　　た藤とも両々矧まつ葡（，二対立因子説は妥顯な説であ

るのがよいと考’えられる。　　　　　　　　　　　　　　　ると考」えられる。

　阻IL能力という点について漸丸ると，対照例では，　　　　附。1唖液中ヴ）B型暫にっいて

・1ゆ凝鯛蝋論示すlrtl｛a“で，＋又は購渡¢）反応に迄　　　磁中のA環｝質についてはよく調齢掃していゐが，

低下な示している事1止，微照：乍ら対応環雁1を含有する　　　13型質についての報告はあまりみts．いo・著蒋はB禦質

琳を示しているとみられるのである。木来【；it止灰応は　　　をも同時にll隻及した。全検驚例333例中52例（li6％）

微妙な点が存する。それは，或強さの抗体を用いて　　に於て，抗体価4のβに対して艘高128迄の阻止能を

A”5測と判窟される場合に於でも，それより弱い抗体　　　示す唾液を謝めえた。璽にβに億阻1Lを示さなかつた

を用いた場合，その内の極少数例では徴弱乍ら対応航　　　が，抗’・Bπ，抗一Bコ1に対して阻ILを示した兎があり，

原の存控の認められる可能性が存するという点であ　　　かかる意味でこの点な曹察するに，βに対す都11止を

る。　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　示すという事は，部分抗原的にはBlBuB皿を意味

　従つて，木調在例でも，前2組の親の如く阻IL能力　　　し，その他の部分のみ癒阻ll二したものを含めて裳示す

検定用抗体を抗体価4として用いた場合，唾液原液で　　　ると，第5表の如くであった。　　　　　　　　　　　’

士の反応を示したが，抗体価2の抗体を朋いると，弱

咋醐かな阻赫し（衷略），齢判断としてA・　．擁聴＿（壁狸鯉軍≧＿＿＿、

マは渦納外にそ・遺搬な耀されているも・では　…t．’”t『「…t．　’”t

型と判定したのであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明されたB型質

之によつて耽增E人鋼・榔式血灘　一哲1陣勝；「鎌働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
あるが，含有型質量が微騒：である場禽の判定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
は大いに油意をはらうぺきであり，阻止能力の完全に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
認められないs型人唾液を対照として常に並行試験を　　　　　　＋

行つて判宛すべきと信ずる。そして更に明かなる寒系　　　　　　＿

十

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　十
について使用抗体の強さ鰍定しておく必要があろう　　一1・
と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　1　－一

　とまれ，兎については抗体価4の抗体Vd“用い，常法　　　　　　　　　　　　討

による凝簗阻ILt．反応を行い，原液に於ても，1疑集反応

十

十

十

十

　　9（5・7）

　　2　（1．3）

　23　　（　14．5）

　　5（3．1）　　　　・

　　4ぐ2・5）
　30　　（　18．9）

．一β6＿（．5桃・1）．．

　159　　（100，1）

上多少共明かな阻止が藷忍められた例，及それ以上の兎　　　即抗一Bh抗一・Bn，抗一・B皿抗体を用いて検L，えた

をすべてA→型と判建する場合，人S式1血液型と同様　　159羽中でtよ，BIB：B皿は9例（5．7％），　BuBm

二対立悶子A！，0！により，A！カこ顕性に遺伝すると　　は30例（18．9％），　B凱は86例（54．1％）であつたが，



6－一（494）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ置亨　少卜l　lf？，ミ　1乱鼠　　套窩9巻　　角傷3　tt・1・

その伽34例（2］・4％）は翻T・iレ・・ssch・iClerと　策隈　　（戸1糊と仔）
もi云うべきBIBj【型，　BIB賢1型，　BI型，　B皿型に　　　『　’．t　．tttt…　　「一　　『．　　’…

属して・・た。そ納の大物B，B，，型23例，脚　、酵1・捌し一一仔

・伽之融ぎ，・1，型・例．BIB，・μ1・伽あつ　・xSia・β・lrL・1列・・

た・　　　　　　　　　　　　　　。・μ…GSI：日　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f肌，A型議』難・「・・灘とは繍麟骸・と　。・β・・召27…　・
は異なり，関連憐乃こく存在しているが，B型質につい　　　　　　　　β！　：　4．　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ても同様関連性なく認められた。　　　　　　　　　　　　，、、．＿　　．《ど　1　．41

　之は同蒐の正常型抗体α！，β！との関係に於て，央為　　　　　　ali9！　　20

意味がある。例えばB皿1型の兎の血満中のβ1はβ1β2　　　　β！　　βノ　　　2

型であり漁歓くという如、．＊・　・C’　ilt，　i“）が，欄鞭　　　〃13

はその細分戯礼てない・主斡にβノ型で懐してあ　・・×（t・β・1・

認獄て欄磁調1艦的漁　 欝1　134
　　　E　、lrll．溝型について

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　現在では・畑蹴体・選伝燃働，従v：），，（z’β！

1てその關子がH・m・の場合に於勲flめてその抗体を　　　　，Lノ

　所有する結果となる事になる。卿こついて、1血満型の　　　　　　　01

　家系的調査の報告は殆ど之をみないが　本調査例をみ　　　…』幽』…』…一一一’

　ると，爾親の型の判つている組合せから如何なる仔が

　生れたかほ第6表に示してある。

4、

射

i　79

　　30

i　5
i　4

6i　lol　61　ts6

2！　31　2［　 27

1…i・
1　…　13
　　　　　　　　　　6

前述の如く沌の血澗・4）了贈醐、1休撚の姻1事），　第嬢　　（片親と伯

　　6° P5
2i

，i、i，1陥

3　7i　75
　　　　1　2
　　　　1

．　甲　　　’　　　　計　i圏92i　716131　1S

（8m綴驚驚型岡＿、＿．個姻II画・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　43　　　2
親の一方に見る組合せでも，0ノ型が生れている。本

例では156羽の仔の内の6例が之に属していた。1勲こ　　　　　　3　　　　46　　3

伽鮪者の例胴じく魂でex。’β・型灘倒的　，鎚堕．＿．！聾等　＿㊥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に多く，本調査例でも156の仔の個休の内，134例　　　　　　　　　1　型　　　　　　別
　　1．’　1　計
β！lo！
　　コ

司　1152
　　i　　　l

　　i2i馴
詳細にみるとβ’鯛志か・・ノ〃型・羽・・生れている　　計　IS9　lsl・i3i　1・3

し，（βノ型xO1型）の組合せより3羽のα1βノ型が生

れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。

　片親のみの型の判明している例を第6表に示してあ　　　　之は第6衷でみても明かな如く，何れか一方に少く

るが・aノβ’型が圧倒的た多い。　　　　　　も。！β・型を有する嚇肋組含せから1よ，129羽の。・β！

　単独例を第7表によつてみると・♀・6略々同数に　　　型の仔が蛋れて｝濟り，それは157羽の仔の82．1％に当　　　，

存し，昏型の分布も性によつて特異性を示していると　　っている。第7表に於ても，107羽中8羽（81・3％）が

は考え難い結果を示している。　　　　　　　　　　　　生れている。之よりみて木調査例では，a！β！型を少

　之等の表を通覧するに，』血清型単独では遺伝的傾向　　　くも一…“方に有する組合せが多く，その1例を紬出図示

を掴み難い結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　すれば，箆1図乃i薫笛4図に於て見られる如くである

　舷で注意すべぎは，従来の報告②③を通覧するに，　　が，かかる点と，i丘1蒲型を決定するに遇つては特に吸

兎に於てはaノβノ型がJTI三倒ll勺に多いが，その値に比し　　　収優の判定な厳重に行い，極めて弱いものでも明かに

て本調査例では，更に高値を示し，全例でみると，　　　aノ，又はβノであるものも分類に採用した為とによる

377羽中315羽がa！β！型であり，実に83・5％に及んで　　　と脅えられる。と荻れ親の少くも一一一方にでも副β！型



　ユ960・5・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－（495）
力聰められる糸胎せからは，圧倒的に・・β・型の仔が　fi勺1こ畑1すると，　A・姻と半1腱される郷鰯にしか1、，c

生れるという粥‘を得た・　　　　　’体阻ILを示さなかつた例をみた。之は抗体価2の抗体

　　Iff家系図より　　　　　　　　　を用いて，明力にA・型と判魅れたものである。
　以上で1胱縮↓を附図によv・て卿こ榔托てみよ　その何、｝1，もが．親の一訪の1嘩許蔓については一轍に

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於て可金く阻II：が認められず，対照例と同縄度の

　企系について詳述するi，ll：は・紙数の7頑｝liしかえつ　　　凝｛叢反応を県し，問題なくA一型と半1｝矩された星、の

て繁雑になるおそれがあると考えられるので，抽出解　　　であ7n，が，他の片親の睡液は抗体価4の叫こ対し．

説を試みる職こした・　　　　　　　　て源液1こ於て士程脚こ棚測自；の減弱が認められて
　本附図に示す如きr9の獅についての調査倣ぱ：乗だ　いると同時にジそれ旺、の僻こ・二・いてみると，’粗の紐

之を見ない貴重な系図と雷えよう。　　　　　　　　　　で壱ま明かにA・卜型と判定された5羽の仔と，瑚かに

　　1・A＋型lA型について　　　　　　　　　　　A－｝測と判定された1羽の仔；他の1糸liでは，明かに

　前卿こついて統計111“Jに㍉1歩察勧晩て，A咽」・はA　　A…型、』・醗さ、｝・た闘・ゆ子と，明かにAヲ輿1、畔1魔

因「に対して酬に遣｛肘る二燭ll好｛1睦認め瞭　 淋た聯1の腔が・肱ている。そこで｝ill述の条1糖
る糸課を翫・が・このノよ1を附図の獅図につし・て湘　 號　け，・，，1轍のみで咽”抗体醐；艶僧・あ咽》

に」畠及L・てみたが・本調在例の内では，　lfl然の事’ド　　　吸収された糸占果な示した場合、之なAト型1！二判定する

ら，系図をたどつて行つて林・診蹉彌した系図観　　9・1：によつて，：：対姻子説力n認7酷れるという琳測も　

出しえなかつた。幾代かにわたつても全くこの説によ　　　然とした。この点ほ，人についても，勿論鋤1吻につい

つて了解しうる。（最簡5代にわたつ『ごいる。）　　　　　ても，分泌型力1卜分泌型か噛畔ll定する際に関連して，

　かかる点よりみてA’1型，A’型の趨低に1矧しては　　　考慮しなければオびない頂大な問題と儒ずる。

前述の鳳対ぬ因子説を確誌しえた。　　　　　　　　　　　小くも，兎については，　k述の穫度に於けるA卜

　　2・血蒲型について　　　　　　　　型，A・・型の半腱を行う翻セ，ご対姻r磯が，　A・
　前述の如く，1血L満型叡醤独で撚した場傷maftc的　ノ［型，　A一撫こついて1翻乗された。

傾向を認め難かつたカミ・然らば暇醐（餅型，A一　　更にBヲ噸の荏否について榔托た荊裸では，　Rlこ

型）との組合せでは如何と※図を追つて調ぺてみた　　　対する1；lh卜反応カミ陽性であつた例｝t．lo「，6％にみられた

が・特に囚果関係は認めがたかつた。　　　　　　　　　が，この他にTeilausscheiderと認められる型に．於て

　又α！叉はβノの凝葉索佃iの強さについて蒙系的に検　　　B型質が認められて唐り，そのlil現率は，　BiBnBn

討してみても，強い凝集素価同志の組合せから必ずし　　　5．7％；BllBta18、9．％lB　Ui54，1％；の外にBIB五

も強い仔が生れる窮もなく，又弱い同志からも必ずし　　型1．3％3BIBI睡型14．5％；BI型3．1％；Bπ型

も弱い仔のみでなく蜘・仔駐ヒれている・　　　　2．5％；であつて，他の型鱒との関連性を認め蜘＝

　　3．　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　つたo

　抗一C（A，B共通抗原に対応する抗体），抗一H，　　　　［丘L滴型にっいては，それ蝋独では勿論，　A＋型，　A・’一

抗一〇についても追及したが，未だその黎少く次編に　　　型との関連性に於ても，明かに遺伝的傾向をみられな

ゆつる事とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　かつたが，唯少くも片親にαノβノ型が≠茎する場命には，

　　　　　　綜括並結論　　　　　　　　　　　その仔に圧倒的にα！βノ型が多いという事爽をみた。

　著者は，兎の家系の明かな兎の嬢団について，頭腋　　　　その他，抗一C，抗一H，抗一〇抗体については目下

型学的性質の遺伝関係を主として調査しつ1，，あるが，　　　追及中であり続報したい。

2～3の纂項について，或積渡の所見を得たのでi妓に　　　而も以上の琳は，家系図的に検討してみても全く矛

その一端を報告したものである。　　　　　　　　　　盾する所がなかつた。

　細田等は，2・7％に於て，不明な例をのぞいて検討　　　　　　　　結　　論

すれば，二対、姻子遺俵説が成立する事を述べたが，　　　　兎の大家系について血液型学的性質についての遺伝

本調査例からみると明かにこの遺伝説を全面的に麦持　　　的関係を追及して次の如き結論を得た。

しうる結果を得た。唯この際繰返し述べた如く，唾液　　　　（1）．兎A卜型，1A『型の区別は可能であるが，こ

中の型質の確認法には多少の注意乃釜留意をする必要　　　の際抗体価4という弱い抗体を用い，而も脈液原液

がある事である。それは細田等も述べた，或は突験上　　　のみに於vClも，微弱乍ら抗体作用の明かな減弱を認め

の誤りという点である。木調査例でも，2組の両親の　　　得た場合はA＋型と判定するのが，遺縁的にも，王E常

組合せに於て，片親が抗体価4の抗体の使用では機械　　抗体の強さからしても妥・当と考える。



　8－（496）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁㌃　少M　l硬　轟霞　　策9巻　　第3　レチ

　（2）。（1）の如く検して，337羽中，Al型227羽　　⑤野田金次郎：［Vn，液型栄‘斐験法・，金原出版・1957

（60．2％），A　一一型ユ5Q羽（39．8％）を得た。　　　　　　　の鈴木瞥之：犯，　IPt－）ft雑誌，，25（4）別輯・64，195｛1

　（3）．以上の如くに検した結果よr）みると，A－｝，　　　⑥Schiff，　F，　U．　Sasaki，　H．：Klin，　Wschr・，　l　l（34）・

A－，の性’醜対：、臆榊1質であり，1儲；淵1幽・1貴　ユ426，1932　①S・hiff，　F・・Kli・・W・・11r・，12（8）・

伏するという説は認承Lえて，矛循する所がなかつ　　　311，1933　　　⑦野川金次罠ll：日木臨床り】5　C　5）・

た。　　　　　　　　　　　　　947，1957　③1脇蝕次郎：糊岩雄・イ訓医学雑
　（4），唾液中のB型質について検した所，βを・1；ll．il；　　誌，7ギ3），291，1958　　⑨v。n　I）加解rn　u・1」liVt　一・・

するものは約15’6％であった。　　　　　　　　　　　　chfeld，　L．：Mlinch，　med、　Wscllr．｝14，7‘1．1，　191（1

（5）．B型質の存佃）樹1・1は，次の如くであつた。　。P・・n　Dilng・m・・Hl・s・ch　f・1・1，1・・Zscl・r・f・lm“一

即BIBコ〔B旧型5，7％；B∬Bll【型18．9％；13剛，1，｛i，P．　　munit批sf，　u．　exp，　Therapie，4，531，19SO

54．1％；B、B】1［型14．5％；BI型3．1％；B灘12．5　⑪lbid．IZschr・f・tmrnLlnitiitsf，　Ll・exp・Th・rapiβ・

％；BIBπ型t，3％（計too．1％）。　　　　　　　　　6，284，1910　　帆OLtenber島R・：J・A・M・A・，84

（6）一向1予脚では，少くも親の訪に・・β・型がiP、　（19），1393・　ICJ25　酬r畑燃引川1闘吉覗搬3

れば，仔はαノβ！型が箸明に多い事な伽つた。　　　　　　日本学術協会報告・］t314，1925・　Cl：！）Ben・IIStE｝匡臨

S／・E，　rJ：り電ブ（な・融1僻勧聯1分泌の有タ10｝な検す　F・・Zt・ch・・f・Tnd・kt・Abs’tamrn・・u・V・…bgs1・き’喝

る際の縦についてであり，醤，ll果（1）によ・鳳に　h・・。37，237，・925　⑯鋼・鰍・’瞭鱗・llメ・・

ついての考慮と同様の点が人類の場合にも充分払われ　　　42，710，1239，1254，1261，127Cl・J937・一一　19：S8　　働｝松

ねばならない事である。　　　　　　　　　　　　　　　氷英：lll法級諒・・3（6）・3∩｛｝，19－19・　⑰魚」㌦忠’猟’
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